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平成 24 年度におけるトラブル状況及びヒヤリハット活動状況について 

 
平成 24 年度の「トラブル」「不具合」「ヒヤリハット」「きがかり（体験）」の活動状況について報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 平成２４年度のトラブル報告状況は、総件数で７→４と３件（区分Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ各１件）減少した。23 年度

から減少した理由は以下のとおり。 

区分Ⅱ→浄化槽の水質管理として、毎週１回ＪＩＳによる全窒素の分析を行うなど、管理を強化した。 

区分Ⅲ→車載トランスの残油の回収方法を改善した。代替フロンガスの漏洩検知器を設置した。 

区分Ⅳ→フランジ等の管理の強化や、漏洩箇所の監視能力の向上により、トラブルに至らない滲み

状態での発見が多くなった。（微少滲みの発見件数の増加により、不具合件数が増加） 

 

・ ヒヤリハット（平成２４年度分２件）の概要 

① 報告日時：４月６日 （発生：３月２８日 AM１１時００分頃） 

内容： 給気ファンエリアの給脂時に手の甲（手袋装着）がベルトに触れた。 

原因： 給脂場所とベルトの間隔が狭いため、触れてしまった。 

   対策： 給脂場所とベルトの間隔が狭い箇所について、給脂用の延長管を設置した。その後、更なる

対策としてベルトの保護カバーを設置した。 

 

② 報告日時：７月９日 （発生：７月７日 AM６時５分頃） 

   内容： 低濃度分析室の入口ドアに右足親指が挟まり、うっ血した。 

原因： 荷物を持っていたため、足元が見えなかった。 

   対策： 荷物を持っているときは、ドアストッパーを活用する。ドアを開ける際の立ち位置を明示した。 

 

・ 仮想きがかりの月別／年度別提出状況 

  危険予知活動の一環として、仮想きがかりの提出を奨励している。体験きがかりの減少とともに、

仮想きがかりも減少している。 

以 上 

平成２４年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

きがかり(仮想) ５７ ７３ ５１ ３１ ３７ ６１ ５９ ５９ ２３ ３８ ７０ ３２ ５９１

年度 20 年 5 月～3 月 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 合計 

きがかり(仮想) １８５ ４２８ ８１８ ７００ ５９１ ２７２２ 

資料３－５ 

（第 29 回監視円卓会議）

平成 24 年度 トラブル・不具合・ヒヤリハット・きがかり 月別報告状況 
区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

区分Ⅰ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

区分Ⅱ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

区分Ⅲ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ 

区分Ⅳ ０ １ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ 

不具合事象 ８ ６ ８ ８ ５ ５ １２ ８ ８ ９ ７ ９ ９３ 

不具合未満 ７ ６ ７ ６ １１ ４ ６ ７ ５ ２ ３ ６ ７０ 

ヒヤリハット １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ 

きがかり(体験) １６ ２０ １０ １３ １３ ５ １５ １２ ８ ２ １０ ８ １３２

 

年度別報告状況 
区分 20 年 5 月～3 月 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 合計 

区分Ⅰ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

区分Ⅱ ０ ０ ０ １ ０ １ 

区分Ⅲ ２ ０ ０ ２ １ ５ 

区分Ⅳ ４ ５ １５ ４ ３ ３１ 

不具合事象 － （12/17～）４５ ９０ ６９ ９３ ２９７ 

不具合事象未満 － （12/17～）８８ １１９ ７７ ７０ ３５４ 

ヒヤリハット ２２ ８ １８ ９ ２ ５９ 

きがかり(体験) １０６ １２２ ２１３ １６１ １３２ ７３４ 


